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野崎由美、山口茂夫、後藤広昌、加賀英義、日高輝夫、平山貴士、加藤俊介. 原発不明がんの化学療法後に難治性の低マグネシウム血症、低カルシウム血症を来した１例 第16
回日本臨床腫瘍学会、神戸　神戸国際会議場、2018年7月19日-21日
山口茂夫、高橋信、石田考宣、角川陽一郎、野水整、大内憲明、加藤俊介、石岡千加史.　シンポジウム3 多遺伝子アッセイの現状と展望 「早期乳がん予後予測バイオマーカー
TP53 signatureの簡易測定法の開発と分子生物学的意義」　第26回日本乳癌学会学術総会 京都　京都大学　2018年5月17日
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加藤俊介 「新しいがん薬物療法　免疫チェックポイント阻害剤の位置づけ」 日本臨床免疫学会　アニュアルエビデンスレビュー　2018大阪大会ランチョンセミナー２　大阪千里ライフサイ
エンスセンター　2018年3月11日
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H, Yoshioka T, Ishioka C. Intermittent Withdrawal of Oxaliplatin for Alleviating Neurotoxicity during Oxaliplatin-Based Chemotherapy for Japanese
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加藤俊介、野崎由美、山口茂夫、末原義、高木辰也、齋藤剛、林大久生、高阪真路、Nora Ku. 症例報告： LMNA-NTRK1融合遺伝子を有する軟部肉腫症例に対する
Larotrectinibの使用経験 第77回　日本癌学会　大阪　大阪国際会議場、2018年9月29日
加藤 俊介、末原 義之、林 大久生、斉藤 剛 、山口 茂夫、野崎 由美. 症例報告 LMNA-NTRK1融合遺伝子を有する軟部肉腫症例のLarotrectinib使用経験 第56回 日本癌
治療学会 横浜　パシフィコ横浜、2018年10月18日
小坂征太郎，越智崇徳，岡和田学，野﨑由美，加藤俊介，荒川敦，八尾隆史，山高篤行 小児期留置 VP シャントが成因と考えられる若年性腹膜悪性中皮腫の一例 第55
回 日本小児外科学会、新潟市 朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター 2018年5月30-6月1日
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